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呼吸器感染症 におけ る新 規 注射用 セ フ ェム剤cefluprenamの 臨床 的有 用性 に関す る研 究

宍戸 春 美 ・永井 英明 ・川上 健 司 ・山領 豪 ・高野 智子 ・林 孝 二

国立療養所東京病院呼吸器科*

注射 用 セ フ ェ ム剤cefluprenam(CFLP)の 臨 床 的 有 用 性 を呼 吸 器 感 染 症16患 者18エ ピ ソー ドに お い

て検 討 した。 結 果 と して 感 染 症 とは 確 定 で き な か っ た2エ ピ ソー ドと基 礎 疾 患 重 篤 の た め 除 外 され た1

エ ピ ソー ドを除 く15エ ピ ソー ドで の 臨 床 効 果 は,著 効4エ ピ ソー ド(肺 炎1例,気 管 支 拡 張 症1例,び

慢性 汎細 気 管 支 炎2例),有 効7エ ピ ソー ド(肺 炎3例,肺 膿 瘍1例,気 管 支 拡 張 症3例),無 効3エ ピ

ソー ド(肺 炎1例,肺 膿 瘍1例,び 慢 性 汎 細 気 管 支 炎1例)お よ び判 定 不 能1エ ピ ソー ド(気 管 支 拡 張

症)で あ っ た。 細 菌 学 的 効 果 は 消 失7株(Staphylococcus aureus1株,Streptococcus pneumoniae3

株,Pseudomonas aeruginosa2株,Pseudomonas stutzeri1株,不 変3株(Pseudomonas aeruginosa

2株,Pseudomonas sp.1株)で あ っ た。 副 作 用 は発 疹1例,嘔 気 と下 痢 の 併 発1例 で あ っ た 。 臨 床 検 査

値 異常 は 認 め られ な か っ た。
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Cefluprenam(CFLP)は,エ ー ザ イ 株 式 会 社 で新 し く

開 発 され た 注射 用 セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質 で,Staphylococ-

cus aureus,Streptococcus pneumoniaeを 含 む グ ラム 陽

性菌 か らPseudomonas aeruginosa,Haemophilus in-

fluenzaeを 含 む グ ラ ム 陰 性 菌 まで 幅 広 い 抗 菌 スペ ク トル

を示 し,オ キシ イ ミノセ フ ァ ロ ス ポ リナ ー ゼ を 除 く β-ラ

クタマー ゼ に対 して極 め て安 定 で あ る1,2)。

今 回,我 々 は本 剤 の 呼 吸 器 感 染 症 に お け る臨 床 的 有 用

性 を検 討 した の で報 告 す る。

対象 は 平成3年8月 か ら平 成5年2月 ま で に 国 立療 養

所東京 病 院 に 入院 し,臨 床 症 状,胸 部 レ ン トゲ ン 写 真 所

見,急 性 炎症 反応 に 関 す る検 査 所 見 な どか ら呼 吸 器 感 染

症が疑 わ れか つ,治 験 参 画 の 同 意 が 得 られ た 患 者16例 の

18感 染 エ ピ ソー ドで あ る。疾 患 の 内 訳 は 肺 炎5例,肺 膿

瘍2例,気 管 支 拡 張症5例,び まん 性 汎 細 気 管 支 炎3例,

膿胸1例 お よ び結 果 と して 確 定 診 断 で感 染 症 で は な か っ

た2例 で あ る。

本剤 の 投 与 量 は1回19ま た は29で,100mlま た は

250mlの 生 理 食 塩 水 で 溶解 し,30分 か ら120分 を か け て

1日2回 投 与 し た。投 与 期 間 は3日 間 か ら14日 間 で あ っ

た。

臨床効 果 の 判 定 は,発 熱,咳 噺,喀 痰,呼 吸 困難 な ど

の臨床 症 状 ,急 性 炎 症 反 応 の 推 移 起 炎 菌 の 消 長 な どか ら

総合 的 に検 討 し,著 効(excellent),有 効(good),や や

有効(fair)お よ び 無 効(poor)の4段 階 で 判 定 し た3)。

随伴 症 状 お よ び臨 床 検 査 値 の 異常 に つ い て は,臨 床 症

状の詳 細 な観 察 を行 う と と もに,血 液 学 的検 査,肝 機 能

検査,尿 検 査 な ど を実 施 し,日 本 化 学 療 法 学 会 の 「抗 菌

薬に よ る治 験 症 例 に お け る副 作 用,臨 床 検 査 値 異 常 の 判

定基準」 を参考に,異 常の有無 を検討 した。

各症例の投与成績をTable1に 示す。患者の年齢は44

～ 83歳 で 平 均51.4歳 性 別 は 男 性16例,女 性2例 で あ

っ た。

基礎 疾 患 の 悪 性 リンパ 腫 重 篤 化 の た め 効 果 判 定 除 外 と

した1例(症 例16)お よ び 結 果 と して 感 染 症 とは 確 定 で

き なか っ た2例(症 例17,18)を 除 く15例 で の 臨 床 効 果

は 著 効4例(肺 炎1例,気 管 支 拡 張 症1例,び 慢 性 汎 細

気 管 支 炎2例),有 効7例(肺 炎3例,肺 膿 瘍1例,気 管

支 拡 張 症3例),無 効3例(肺 炎1例,肺 膿 瘍1例,び 慢

性 汎 細 気 管 支 炎1例),判 定 不 能1例(気 管 支 拡 張 症)

で,有 効 率 は78.6%で あ っ た。無 効 と判 定 さ れ た 症 例 に

つ い て み る と,症 例1は,基 礎 疾 患 に慢 性 気 管 支 炎 を有

す る緑 膿 菌 肺 炎 で あ り,本 剤1g,1日2回 の 点 滴 静 注 で

7日 間 投 与 したが,症 状 の 改 善 は 見 られ な か っ た 。本 剤 の

投 与 中 止 後 引続 きcefsulodin1回19,1日2回 の 静 注 で

7日 間 投 与 し,有 効 で あ っ た こ とか らcefsulodinと 本 剤

の 緑 膿 菌 に対 す るin vitro抗 菌 力 を考 慮 す る と,本 剤 の

1回 量 を29と して い れ ば 有 効 と な っ た 可 能 性 が あ る。

緑 膿 菌 感 染 症 に 対 して 本 剤1回29,1日2回 の 点 滴 静 注

で 投 与 した2例(症 例2,12)で は,い ず れ も起 炎 菌 で あ

っ た 緑 膿 菌 は消 失 し臨 床 的 に も有 効 で あ っ た。 本 剤 に よ

る緑 膿 菌 呼 吸 器 感 染 症 に対 す る投 与 量 は1回29,1日2

回 の 点 滴 静 注 が適 切 で あ る と考 え られ る。 症 例7は 肺 膿

瘍 で5日 間 投 与 した が,症 状 は 変 化 しな か っ た。 本 剤 中

止 直 後 よ り,cefmenoxime(1回29,1日2回,点 滴 静

注)とpiperacillin(1回29,1日2回,点 滴 静 注)を 併

用 し,有 効 で あ った 。 本 症 例 の 起 炎 菌 は 不 明 で あ っ た が,

Bacteroides fragilis,Prevotella melaninogenicaな どの

*
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Table1.Clinical summary of respiratory tract infection cases treated with cefluprenam
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嫌気性菌の関与が想定 され,こ れ らの菌種が産生す るβ一

ラクタマーゼによ り本剤が不活化された可能性がある。

細薗学的効果をTable2に 示す。10例10株 の起炎菌

Table2. Bacteriological response with cefluprenam

が同定され,消 失7株,減 少2株,存 続1株 で,消 失率

70%で あった。Streptococcus pneumoniaeが 単独の起炎

菌であった3例 では,全 例で,起 炎菌が消失 し著効であ

った。交代菌(投 与後出現菌)の2株 はいずれも菌交代

現象に留った。

副作用は発疹1例,嘔 気 と下痢の併発1例 であったが,

いずれ も投与中止により消失 した。本剤の多数例の集計

で も発疹例の割合が多 く4),今 回の症例 においても2例

に発現 しているので,こ の点には今後 とも注意が必要で

ある。本剤投与前後の臨床検査成績をTable3に 示す。

臨床検査値は異常値が散見されたが,各 症例の欄体 内変

動の範囲内であ り,薬 剤に起因する異常 とは考 えられな

かった。

Table3.Laboratory findings before and after the treatment with cefluprenam
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以 上 の 成 績 と考 察 か ら,CFLPは 急 性,慢 性 を 問 わ

ず,呼 吸 器 感 染 症 に 対 して 有 用 性 の 高 い薬 剤 で あ り,first

choiceの 注 射 用 セ フ ェ ム 剤 の ひ とつ で あ る と結 論 され

る。

文 献

1) Watanabe N, Hiruma R, Katsu K: In vitro evalua-
tion of E 1077, a new cephalosporin with a broad
antibacterial spectrum. Antimicrob Agent
Chemother 36: 589～597, 1992

2) Toyosawa T, Miyazaki S, Tsuji A, Yamaguchi K,

Goto S: In vitro and in vivo antibacterial activities
of E 1077, a novel parenteral cephalosporin. Antimi-
crob Agent Chemother. 37: 60～66, 1993

3) 松 本慶蔵, 高橋 淳, 山本 眞志, 永 武 毅, 力富 直人,

大石 和徳, 宇 塚良 夫, 宍戸 春美: 慢性 気 道感染 症 を対象

とした化 学療 法の効 果判 定 に関す る研 究。Chemother-

apy 34: 316～330, 1986

4) 島田 馨: 新 薬 シ ンポ ジウムE-1077。 第42回 日本化

学療 法学 会総 会, 福 岡, 1994

Clinical evaluation of cefluprenam in respiratory tract infections
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We studied the clinical usefulness of cefluprenam (CFLP),a newly semi-synthesized injectable cephem
antibiotic,on 18 infection episodes of 16 patients with respiratory tract infections.The clinical efficacy was
evaluable on 15 episodes,and was excellent in 4,good in 7,and poor in 3.In 1 infection episode, it was
unevaluable because of side effect.The causative organism was eradicated in 7,decreased in 2,and no
change in 2.Side effect was observed in 2,eruption in 1 and nausea and diarrhea in 1. No abnormal
laboratory findings were noticed.These results suggested that CFLP is one of the most useful antibiotics
for the treatment of respiratory tract infections.


